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本題に入る前に・・・・
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リアルタイム・双方向に会話ができる生成AIアバター

日本女子大学をご紹介



本日の内容
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１．日本女子大学のDX取組事例のご紹介

２．日本女子大学の生成AIプロジェクト
-生成AIを使う
【デモ】本学専用生成AIサービス
-生成AIを活用する
【デモ】検索拡張生成（RAG）による生成AI型チャットボットサービス
【連携】アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 様

３．日本女子大学のDX人材育成プロジェクト
-計画フェーズ
-実行フェーズ
【連携】アマゾンジャパン合同会社 様



日本女子大学のDX取組事例のご紹介
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・コンピュータ演習室リモートサービス開始
・JASMINE-Naviバージョンアップ
・履修情報×Teams自動連携サービス開始
・コンピュータ演習室リニューアル
・教室設置PC Webカメラ搭載
・manaba機能強化
・就職相談予約オンライン化

・新入生アカウント通知オンライン化
・学生ポートフォリオ（マイステップ）導入
・内部進学データ引継ぎ（manaba/M365）
・リカレント求人検索システム

・通信教育課程ポータルシステム更改
・通信教育課程郵送書類オンライン化
・電子出席システム（e-出席カード）導入
・全学生の学費口座振替化
・入学金振込オンライン化・システム連携
・成績証明書GPA出力

学生サービス向上DX ・入学金クレジット支払い・システム連携
・メディアセンター機材セルフ貸出サービス
・メディアセンター職員用生成AIサービス
・仮想デスクトップ環境検証
・リアルタイム/双方向生成AIアバター窓口

業務最適化DX
・iPad配布（会議ペーパーレス化）
・教室・会議室予約オンライン化
・在宅勤務整備
・Zoom法人契約
・Microsoft365包括契約
・RPAツール導入

・健康診断予約オンライン化
・全事務部署 会議用ノートPC・モニタ設置
・ChatGPT議事録作成ツール提供
・インボイス・電子帳簿保存法対応
・住所変更・口座変更オンライン化
・勤怠管理クラウド化

・電子稟議開始
・年末調整電子化
・CampusPlan 機能強化

人材育成DX ・IT/DXリテラシー診断
・Forms/PowerAutomateによる電子申請
・ChatGPT使い方説明会
・情報セキュリティ研修

・PowerBI Desktop データレポート作成
・Teams基礎講座
・情報セキュリティ研修

・DXコア人材育成プロジェクト開始

・Power Automate Desktopによる自動化
・情報セキュリティ研修

2020/2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

・本学専用生成AI（JWU-GPT）本運用
・検索拡張生成（RAG）の活用
・簡易に利用できる承認システム検討
・出張報告書電子化
・一時預かり保育予約システム
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２.生成AIプロジェクト
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生成AIプロジェクトのスケジュール

• 近年、ＤＸ推進をするうえで、先進的な技術の目利き等も積極的に実施、生成ＡＩも対象

• 昨年度より、「生成ＡＩを知る（ＳＴＥＰ１）」「生成ＡＩを使う（ＳＴＥＰ２）」「生成ＡＩを活用する（ＳＴＥＰ３）」の段
階に分け、取り組んでいる

２０２３年度 2024年度 2025年度

6 10 11 12 1 2 ３ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 ３ 4 5月

STEP２:生成AIを使う

STEP３:生成AIを活用

STEP1:生成AIを知る
▲

生成AI
利用説明会

▲
要望調査

▲
本学専用

生成AIサービス構築

▲
生成AI型

チャットボット構築

▲
生成AI

注意周知

トライアル運用 本運用 継続予定

▲
サービス開発

体制確立

トライアル運用検証・評価
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本運用予定

▲リアルタイムAPI検証



２.生成AIプロジェクト
～生成AIを使う～
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本学専用の生成AIサービスの検討背景

全教職員（約1,400名）に生成AIサービスを利用させると非常に高額
⇒約5,400万円/年（=240ドル/人・年※×約1,400人×約150円/ドル）

【課題①】利用コスト

検討当初、高精度な生成AIサービスの利用は、個人契約のみ
システム管理者側でのユーザーの権限や機能制限が不可能

【課題②】ユーザー管理

入力した情報がサービス提供事業者の
LLM（Large Language Models、大規模言語モデル）の学習に利用されるリスク

【課題③】意図しない情報流出

※OpenAI社 ChatGPT Plusの場合（2024年度8月時点）

9※Japan Women's University - Generative Pre-trained Transformer

【目的】全教職員の生成AI利活用環境を整備する

本学専用の生成AIサービス（JWU-GPT)を内製で開発



JWU-GPTのシステム構成概要

• 利用者は、本学で既に導入されているコミュニケーションツールで（Teams）より、
言語モデル（GPT-4）に問い合わせが可能

• ログ機能、アクセス制御機能を大学テナント環境で完結させ、セキュリティ課題を解決
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Copilot Studio
(旧 Power Virtual Agentｓ for Teams)

SharePoint Power BI

EntraID(旧 AzureAD) AD(Active Directory)

質問入力・応答取得

入出力トークン数保存 データ連携

使用状況可視化

ADDC
(Azure AD Connect)

アクセス制御
（セキュリティグループ）

GPT-4
大規模言語モデル（LLM）

JWU-GPT エージェント

Teams

Power Automate

学内ユーザー

質問 応答



【デモ】JWU-GPT
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JWU-GPTの利用実績および結果

• 2024年5月～の本運用（全教職員対象）以降、大幅に利用トークン（≒文字）が増加

• 合計で約1,100万トークン（≒文字）の入出力を確認、ランニングコスト数万円程度

• 「全教職員の生成AI利活用環境整備」の目的達成に寄与
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本運用開始（全教職員約1,400名）トライアル開始（全職員約200名）
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２.生成AIプロジェクト
～生成AIを活用～
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生成AI型チャットボットの検討背景

• 生成AI型チャットボットは、シナリオ型チャットボットと比較し、無数の質問への応答、運用管理コスト効率化が可能

• 学生・教職員からの問合せの一次窓口を想定、RAGを活用した本学の運用に特化したJWU-GPTの機能追加に着手
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シナリオ型チャットボット 生成AI型チャットボット

がく
学内Wi-Fiについて 学生ポータルについて

ソフトウェアについて アカウントについて

選択肢１

がく
Officeについて Adobeについて

ファイル転送ソフトについて セキュリティソフトについて

選択肢２

ファイル転送ソフト（FFTP）は、
コンピュータ演習室１～１０で
利用できます。

ファイル転送ソフトは
どのコンピューター演習室で
利用できますか？

無数の質問

ファイル転送ソフト（FFTP）は、
コンピュータ演習室１～１０で
利用できます。

学内情報の検索 応答生成



生成AI型チャットボットのシステム構成概要

• 検索拡張生成（RAG）では、以下の仕組みにより、学内情報に関して応答が可能になる
・事前に学内情報をベクトルデータベース※に格納
・入力された質問に対し、ベクトルデータベースから回答になりうる類似情報を検索【①】
・質問に類似情報（回答になりうる情報）を追加（拡張【②】）をLLMに入力
・類似情報を活用し、学内情報に関して回答を生成【③】
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質問
どのコンピューター演習室で、

ファイル転送ソフトが使えますか？

学内情報（ベクトルデータベース）

JWU-GPT

コンピューター演習室

演１

演２

演３

演4-5

ファイル転送ソフト

FFTP

WinSCP

Office

Word2019

Excel2019

類似情報検索

類似情報取得

★

★：入力プロンプト

類似情報＋質問⇒入力

応答（類似情報を活用）

⑥応答表示

①質問入力

GPT-4
大規模言語モデル（LLM）

※テキストを数値ベクトルで保存するデータベース、単語や文章間の類似度を距離で計算可能となる

どのコンピューター演習室で、
ファイル転送ソフトが使えますか？

コンピューター演習室、演１、演２・・・
ファイル転送ソフト、FFTP、WinSCP

応答
コンピュータ演習室７で

利用できます。

①検索

②拡張

③生成



【デモ】生成AI型チャットボット
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検索拡張生成（RAG）なし 検索拡張生成（RAG）あり



生成AI型チャットボットのサービス開発体制について

• 学生や教職員の質問に適切に応答するには、各担当課の協力が必須である

• ２０２５年１月からのトライアル運用に向け、事務組織 ２１組織でのサービス開発体制を確立し、評価検証中

• また、学生向けサービス開発は、学生目線および、学術的・研究的な観点で、教員・学生の方も参画
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組織 分担概要

事
務
組
織

システム課
・プロジェクト管理
・システム構築
・組織調整

法人企画部 学修支援課

・評価用想定QA作成
・回答元となるドキュメント整理
・応答の評価

学園企画課 学生支援課

教学企画課 キャリア支援課

広報課 国際交流課

総務課 保健管理センター

人事課 通信教育課

経理課 生涯学習課

施設課 図書館課

入試課 成瀬記念館事務室

研究支援課 検収室

教
育
組
織

教員・学生

・学生目線でのサービス改善提案
・学生向けサービス名考案
・学生向けサービスロゴ考案
・学術的・研究目線での改善提案

２１組織の体制
２４

年度
２５

年度

９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 ４月

▲
体制確立

一次
評価

二次
評価

トライアル
運用

評価用想定QA整理 本
運
用

トライアル
判断

回答用
ドキュメント整理

教員・学生も参画

日本女子大学
理学部 数物情報科学科 学科長
メディアセンター長

長谷川 治久 教授
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２.生成AIプロジェクト
～アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 様 連携～
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アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 様との連携

• JWU-GPTをAWS Cloudと接続し、研究・教育目的、今後の技術動向の検証用の環境の構成を検討中

• AWS Cloudの環境構築は、アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社様より学生向けハンズオンを
ご提供
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対象サービス
教職員
向け

学生
向け

学生向け
（研究・教育構成）

ユーザーインター
フェース

Teams （Teams）

エージェント Copilot Studio （Copilot Studio）

ゲートウェイ - API GateWay

RPA Power Automate
（Power Automate）

Lambda

ログ保存 SharePoint S3

ダッシュボード Power BI （Power BI）

言語モデル GPT-4o mini
Bedrock

各種モデルプロバイダー

データ検索 Assistants API Kendra（検討中）

データベース ベクトルデータストア S3

アクセス制御
Active Directory

Entra ID
Copilot Studio

（Active Directory）
（Entra ID）

（Copilot Studio）

JWU-GPT

Bedrock

Kendra S3

API Gateway Lambda

AWS Cloud 学内情報の検索基盤

言語モデル基盤

学生向けハンズオンをご提供

＜AWS Cloud 構成（検討中）＞



アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 様との連携

• JWU-GPTをAWS Cloudと接続し、研究・教育目的、今後の技術動向の検証用の環境の構成を検討中

• AWS Cloudの環境構築は、アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社様より学生向けハンズオンを
ご提供
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アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 様との連携

• Bedrockには、モデルプロバイダーの各種言語モデルを利用できる等の他社にはないメリットがある

• AWS Cloud上で生成AIの開発環境を用意することは、今後の生成AI技術動向にも迅速な対応が可能と考える
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※アマゾンウェブサービスジャパン合同会社様 資料より抜粋

メリット 概要

言語モデル
（基盤モデル）

様々なモデルプロバイダーの言
語モデルが利用可能

カスタマイズ性
言語モデルをユーザに合わせ
て事前調整が可能

検索拡張生成
（RAG）

組み込みのナレッジベースにより
簡単にRAG応答を実現

エージェント
エージェント機能を用いて複
雑なタスクの実行が可能

セキュリティ
プライバシー

AWS固有のセキュリティ
Bedrockのガードレール機能※
を用いて責任あるAIを実現

※望ましくないトピックのブロック
有害コンテンツのフィルタリング
不適切なコンテンツのブロック
機密情報のマスキング、ハルシネーションの検知 等



３．DX人材育成プロジェクト
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DX人材育成の取組の背景

• 本来あるべきDX推進には、人材へのアプローチが必要不可欠という課題に直面した

• DX推進の要素として人材育成の取組方針を定めた

DX効果 DX速度 DX規模
最もニーズを把握している

現場が率先した改革こそ

有効なDX推進

システム課のみでは
年間の対応件数に限界

現場の協力が必要

大規模な変革には、

現場間の連携が必須

人材へのアプローチ

24

DXコア人材＝現場でDX推進の核となる人材を育成



DX人材育成の取組の概要

25

～計画フェーズ～
・DXコア人材に必要なスキル整理
・DXコア人材の育成方針策定

～実行フェーズ～
・DXコア人材の育成

- STEP① レベル把握
- STEP② DXコア人材推薦
- STEP③ DXコア人材研修



３．DX人材育成プロジェクト
～計画フェーズ～
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DXコア人材に必要なスキル整理

• 経済産業省/情報処理推進機構（IPA）のデジタルスキル標準を活用し、
本学の大学職員のDXコア人材として、DX推進には「①業務スキル」「②デジタルスキル」「③ビジネススキ
ル」「④チームプレイスキル」をバランスよく高めていくことが必要と再定義

27

スキル 概要

①業務スキル
本学の業務運営に必要なスキル
（課題発見に関連するスキル）

②デジタルスキル
ITに関する興味関心や知識
（解決策立案に関連するスキル）

③ビジネススキル
論理的思考、
プレゼンテーション（説明能力/説得力）能力
（解決策実行に関連するスキル）

④チームプレイスキル
利害関係の異なる組織間の折衝や
成果創出に至る計画・分担等のマネジメント力
（成果創出に関連するスキル）

DX推進

業務
スキル

デジタル
スキル

ビジネス
スキル

チームプレイ
スキル

課題発見

解決策立案解決策実行

成果創出



DXコア人材の育成方針策定

• 下記、STEPで人材育成を進める。
-STEP１：デジタルスキルのレベル把握を実施し、DXコア人材を推薦
-STEP２：DXコア人材はビジネススキルの研修（問題解決研修）を受講
-STEP３：実業務の問題に対し問題解決を実践し、1年間の取り組みで成果を創出
-STEP4：実業務の問題をより高い視野で、問題解決を実践し、 1年間の取り組みで成果を創出

28

STEP①：レベル把握 STEP②：階層別研修 STEP③：実践研修

2023年度10月 202４年度6月 202４年度5月～

業務スキル（ＯＪＴ） 業務スキル（ＯＪＴ） 業務スキル（ＯＪＴ）

デジタルスキル デジタルスキル デジタルスキル

ビジネススキル ビジネススキル ビジネススキル

チームプレイスキル チームプレイスキル チームプレイスキル

DXコア人材

DXコア人材

➡問題解決研修
（ビジネススキル）

➡学内IT研修
（デジタルスキル）

DXコア人材 P

D

C

A



３．DX人材育成プロジェクト
～実行フェーズ～
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DXコア人材の育成 （STEP① レベル把握）

• DX・ITや改革の親和性の現状把握のため、IT・DXリテラシー診断※を全専任職員が受講
【組織結果】本学は、他企業との相対比較の結果、DXに対するポテンシャルがあると判明
【個人結果】DXコア人材の推薦時の情報として活用

※Webブラウザにて受験、６０分程度（途中中断可能）

30

本学

※ 出典：内田人材開発センタ IT・DXレベル測定（i測） https://i-soku.jp

18位/150位（IT系企業含む）



DXコア人材の育成 （STEP② DXコア人材推薦）

• 各部から1名程度、部長推薦によりのDXコア人材を選抜

• 計１１名がDXコア人材としてプロジェクトに参画

※主に中堅職員（20 代後半から30 代半ば）で構成。

31

部 課 イニシャル

法人企画部 広報課 KTさん

総務部 総務課 MKさん

財務部 経理課 KTさん

管理部 システム課 MYさん

入学部 入試課 MHさん

学務部 研究支援課 CMさん

学生生活部
学生支援課 KNさん

国際交流課 CIさん

通信教育・生涯学習事務部 通信教育課 KMさん

図書館事務部
図書館課 NKさん

成瀬記念館事務室 KKさん



DXコア人材の育成 （STEP③ DXコア人材研修）

• DXコア人材は、問題解決フレームワークに関する外部研修を受講

• 将来的な改革プロジェクトを進めるうえでの共通理解としても重要と考える

32

問題の設定
「解決するべき問題は何か？」を検討する段階

問題点の特定
「どこに問題が集中しているか？」の観点で問題点を絞り込む段階

原因の究明
特定した問題点を引き起こす「真因（真の原因）」を究明する段階

解決策の立案
真因を解消する打ち手を洗い出し、絞りこみをする段階



DXコア人材の育成 （STEP③ DXコア人材研修）

• DXコア人材は、研修受講後、業務上で課題を見つけ、問題解決に取り組む

• 実践的な問題解決能力を醸成を狙うとともに、
各種の報告会を設定し、論理的な説明能力および成果創出のためのモチベーションを保つ工夫

• 報告会に管理職も参加することで、学園の風土を変革に寄与することを想定

33

課 取組概要

広報課 ブランディング・広報活動の強化

総務課 規定運用にかかわる業務効率化

経理課 学費納入にかかわる問合せの削減

システム課 柔軟なコンピュータ演習室の展開

入試課 入試問合せの削減

研究支援課 研究費執行の不備削減

学生支援課 学内奨学金の見直し

国際交流課 交換留学生の出願手続き効率化

通信教育課 教職業務の活性化

図書館課 図書延滞率の抑制

成瀬記念館事務室 未整理資料の減少

年度 月 内容

２０２４
年度

５ 問題解決研修受講
６ 実践研修

７ テーマ報告会

８

９

１０

１１

１２ 中間報告会
１

２

３

2025
年度

４

５ 成果報告会



DXコア人材の育成 （STEP③ DXコア人材研修）

• DXコア人材は、研修受講後、業務上で課題を見つけ、問題解決に取り組む

• 実践的な問題解決能力を醸成を狙うとともに、
各種の報告会を設定し、論理的な説明能力および成果創出のためのモチベーションを保つ工夫

• 報告会に管理職も参加することで、学園の風土を変革に寄与することを想定

34

課 取組概要

広報課 ブランディング・広報活動の強化

総務課 規定運用にかかわる業務効率化

経理課 学費納入にかかわる問合せの削減

システム課 柔軟なコンピュータ演習室の展開

入試課 入試問合せの削減

研究支援課 研究費執行の不備削減

学生支援課 学内奨学金の見直し

国際交流課 交換留学生の出願手続き効率化

通信教育課 教職業務の活性化

図書館課 図書延滞率の抑制

成瀬記念館事務室 未整理資料の減少

年度 月 内容

２０２４
年度

５ 問題解決研修受講
６ 実践研修

７ テーマ報告会

８

９

１０

１１

１２ 中間報告会
１

２

３

2025
年度

４

５ 成果報告会

アマゾンジャパン合同会社 様と連携



３．DX人材育成プロジェクト
～アマゾン ジャパン合同会社 様 連携～
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アマゾン ジャパン合同会社様との連携

• 立替払いが以前として多く発生（約38％）、内訳として、早くて・安い・手軽な個人アマゾンで購入が主
・問題①：コスト ＝ 振込手数料・法人割引機会の損失
・問題②：適切な執行 ＝ 研究者が支払いに関与しない仕組みが求められる（文科省）
・問題③：教員個人の負担 = 立替金銭の負担・電子帳簿保存等の対応
➡ Amazonビジネス（法人版Amazon）による請求書払いへの切り替えを検討中

• アマゾンジャパン合同会社様の各種ご支援のもと、DXコア人材が中心となりプロジェクトを推進

36

（１）各種イベントでキーマンを紹介
Amazonビジネス導入済の大学様や

本学と同様な条件の大学様との有益な意見交換

（２）初期設定サポート
ヒアリングシートのご提供および打ち合わせにて、
本学の運用の初期設定を支援

（３）SSO設定サポート
本学のEntra ID（Azure AD）とAmazonビジネスを連携
初回ログイン時、アカウントが自動作成、購入者権限が自動付与

（４）マニュアルサポート
初回ユーザー利用手順等、複数のパターンに分けてサンプル作成

日本女子大学
研究支援課 千葉

アマゾンジャパン合同会社
村田様

日本女子大学
システム課 本間

DXコア
人材



アマゾン ジャパン合同会社様との連携

• 立替払いが以前として多く発生（約38％）、内訳として、早くて・安い・手軽な個人アマゾンで購入が主
・問題①：コスト ＝ 振込手数料・法人割引機会の損失
・問題②：適切な執行 ＝ 研究者が支払いに関与しない仕組みが求められる（文科省）
・問題③：教員個人の負担 = 立替金銭の負担・電子帳簿保存等の対応
➡ Amazonビジネス（法人版Amazon）による請求書払いへの切り替えを検討中

• アマゾンジャパン合同会社様の各種ご支援のもと、DXコア人材が中心となりプロジェクトを推進

37

（１）各種イベントでキーマンを紹介
Amazonビジネス導入済の大学様や

本学と同様な条件の大学様との有益な意見交換

（２）初期設定サポート
ヒアリングシートのご提供および打ち合わせにて、
本学の運用の初期設定を支援

（３）SSO設定サポート
本学のEntra ID（Azure AD）とAmazon Bussinessを連携
初回ログイン時、アカウントが自動作成、購入者権限が自動付与

（４）マニュアルサポート
初回ユーザー利用手順等、複数のパターンに分けてサンプル作成

是非、共有したいポイント

日本女子大学
研究支援課 千葉

アマゾンジャパン合同会社
村田様

日本女子大学
システム課 本間

DXコア
人材



アマゾン ジャパン合同会社様との連携（SSOの設定）

• SSO（シングルサインオン）では、大学で管理するアカウント管理システムでAmazonビジネスのログイン認証を行う
-メリット①：初回ログイン時にAmazonビジネスに自動的に利用者用アカウントが作成
-メリット②：アカウント管理は通常業務としてEntra IDで行うため、入退職者の管理は、Amazonビジネスで不要
-メリット③：セキュリティ面も強化

（Entra ID側のセキュリティポリシーに準拠/統制のとれたアカウント管理）
➡本学の運用の場合、システム管理者は、Amazonビジネスの運用負担がほぼゼロ

38

Amazonビジネス利用者（教職員） Entra ID（旧Azure AD） Amazonビジネス

教職員アカウント管理システム SSO連携

①Amazonビジネスへアクセス

②認証用URL（EntraID）へリダイレクト

③認証

④サービス提供



• SSO（シングルサインオン）では、大学で管理するアカウント管理システムでAmazonビジネスのログイン認証を行う
-メリット①：初回ログイン時にAmazonビジネスに自動的に利用者用アカウントが作成
-メリット②：アカウント管理は通常業務としてEntra IDで行うため、入退職者の管理は、Amazonビジネスで不要
-メリット③：セキュリティ面も強化

（Entra ID側のセキュリティポリシーに準拠/統制のとれたアカウント管理）
➡本学の運用の場合、システム管理者は、Amazonビジネスの運用負担がほぼゼロ
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Amazonビジネス利用者（教職員） Entra ID（旧Azure AD） Amazonビジネス

SSO連携

①Amazonビジネスへアクセス

②認証用URL（EntraID）へリダイレクト

③認証

④サービス提供

メリット①
初回ログインの場合、自動アカウント作成

アカウント
なし

自動作成

教職員アカウント管理システム

アマゾン ジャパン合同会社様との連携（SSOの設定）



• SSO（シングルサインオン）では、大学で管理するアカウント管理システムでAmazonビジネスのログイン認証を行う
-メリット①：初回ログイン時にAmazonビジネスに自動的に利用者用アカウントが作成
-メリット②：アカウント管理は通常業務としてEntra IDで行うため、入退職者の管理は、Amazonビジネスで不要
-メリット③：セキュリティ面も強化

（Entra ID側のセキュリティポリシーに準拠/統制のとれたアカウント管理）
➡本学の運用の場合、システム管理者は、Amazonビジネスの運用負担がほぼゼロ
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Amazonビジネス利用者（教職員） Entra ID（旧Azure AD） Amazonビジネス

SSO連携

①Amazonビジネスへアクセス

②認証用URL（EntraID）へリダイレクト

③認証

④サービス提供

〇
在籍

×
退職

New

入職

Entra IDで教職員アカウントを制御（通常業務）

メリット②
アカウント管理が不要

反映

教職員アカウント管理システム

アマゾン ジャパン合同会社様との連携（SSOの設定）



• SSO（シングルサインオン）では、大学で管理するアカウント管理システムでAmazonビジネスのログイン認証を行う
-メリット①：初回ログイン時にAmazonビジネスに自動的に利用者用アカウントが作成
-メリット②：アカウント管理は通常業務としてEntra IDで行うため、入退職者の管理は、Amazonビジネスで不要
-メリット③：セキュリティ面も強化

（Entra ID側のセキュリティポリシーに準拠/統制のとれたアカウント管理）
➡本学の運用の場合、システム管理者は、Amazonビジネスの運用負担がほぼゼロ
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Amazonビジネス利用者（教職員） Entra ID（旧Azure AD） Amazonビジネス

SSO連携

①Amazonビジネスへアクセス

②認証用URL（EntraID）へリダイレクト

③認証

④サービス提供

メリット③
セキュリティ面の強化
・EntraID側のセキュリティポリシーに準拠
・統制のとれたアカウント管理

教職員アカウント管理システム

アマゾン ジャパン合同会社様との連携（SSOの設定）



ご清聴ありがとうございました。
日本女子大学はこれからも堅実にDX推進していきます。
本内容が皆様の少しでもご参考になれば幸いです。

42

Speｃial Thanks！！
アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 松原様、佐々木様

アマゾンジャパン合同会社 五十嵐様、村田様、木内様


